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書式見本②     携帯電話の利用がユーザーの気分変化に及ぼす影響 
 

山田太郎＊・山本二郎＊＊ 

 

１．本研究の背景と目的 

 最近、携帯電話はこの５年間爆発的にユーザーが

増えている。とりわけ、若者の間ではコミュニケー

ションの重要なツールとしてなくてはならないもの

になっている。特に、メールを用いたコミュニケー

ションは若者間では盛んに行われ、友人関係の維持

に、そして心の安定に有効な役割を果たしているよ

うに思われる。本稿の目的は、携帯によるコミュニ

ケーションの実態を調査することによって、携帯電

話が友人関係の維持やユーザーの気分の変化にどの

ような効果を及ぼしているかをあきらかにすること

である。 

 

２．携帯電話使用の実態 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

３．調査：携帯電話の心的機能 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

(1) 目的 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

(2) 方法 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

(3) 結果 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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(4)考察 
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＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

４．まとめ 
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